
副 島 慶 輝 副 島 慶 輝

冨 田 周 作

人工ペースメーカー外来
リウマチ外来
不妊症外来
難聴 ・ 補聴器外来
頭痛外来
スポーツ外来
膝関節外来
健康診断
機能的脳神経外科
手の外科
足の疾患センター
骨軟部腫瘍
パーキンソン病
セカンドオピニオン外来

総合診療

精神科（予約制）【G5】

糖尿病・血液内科

歯科口腔外科（予約制）
女性総合診療(予約制)

乳腺外科

循環器内科

呼吸器内科

脳神経外科
機能的脳神経外科（毎月最終水曜日（予約制））

消化器内科

外科
消化器外科
呼吸器外科
内視鏡外科

肝臓内科

心臓血管外科
足の疾患センター（予約制）

腫瘍内科【Q2】

放射線治療科【Ｈ２】

麻酔科

整形外科

リウマチ科

皮膚科（予約制）
形成外科

泌尿器科

眼科（予約制）

耳鼻いんこう科

リハビリテーション科
透析センター

小児科

産婦人科

救命救急センターＥＲ２４

生活習慣病センター

板 敷 康 隆

鳥井　亮（非）

脳神経内科
（午後外来は予約制）

吉 田 　 晋

藤 田 文 彦

峯 　 孝 友
栗山龍太郎
土 肥 悠 暉
峯 　 孝 友

村 上 直 子
岡 﨑 吉 紘

担 当 医
鄭 　 泰 秀
牧 　 隆 司

林 　 公 一

松井久未子

松井久未子

周 山 拓 也
鶴 　 政 俊

板 敷 康 隆

原 田 耕 志

濵 田 頼 臣

田中信一郎冨 田 周 作
尾本雅俊（非）

吉 野 茂 文

坂 口 栄 樹

藤 田 文 彦
福 井 健 彦

伊原公一郎
坪 根 　 徹

担 当 医
鄭 　 泰 秀
牧 　 隆 司

林 　 公 一

板 敷 康 隆

早 野 智 子
大 谷 　 望
竹 中 　 仁大 谷 　 望

頴原　隆（非） 頴原　隆（非）

田中信一郎

吉 田 　 晋 林 　 弘 人
矢 原 　 昇

藤 田 文 彦

栗山龍太郎
篠 原 道 雄

北 　 仁 志
（術前診察）

北 　 仁 志
（術前診察）

村 上 直 子

学 童 外 来
担 当 医
鄭 　 泰 秀
牧 　 隆 司

齋藤剛（非）

若 林 祐 介 若 林 祐 介

鶴 　 政 俊

周 山 拓 也

板 敷 康 隆

長島由紀子

早 野 智 子

神田英樹（非） 生嶋一成（非）

押部奈美子

冨 田 周 作

矢 原 　 昇 坂 本 和 彦

坂 口 栄 樹

山 本 常 則 山 本 常 則

村 上 雅 憲
村 上 雅 憲

村 上 雅 憲

藤 田 文 彦
北 　 仁 志

峯 　 孝 友
坪 根 　 徹

峯 　 孝 友

岡 﨑 吉 紘 岡 﨑 吉 紘

担 当 医
鄭 　 泰 秀
牧 　 隆 司

林 　 公 一

若 林 祐 介 若 林 祐 介 若 林 祐 介

鶴 　 政 俊
板 敷 康 隆
早 野 智 子
濵 田 頼 臣

原 田 耕 志

田中信一郎

天野美和（非）
城野喬史（非）

田中信一郎
押部奈美子

田中信一郎
池川　眞之

山 下 勝 弘
藤岡裕士（非）

山 下 勝 弘

坂 本 和 彦
佐 伯 晋 吾

小 川 　 亮
原 野 　 恵

千 原 大 典
坂 口 栄 樹

坂 口 栄 樹
戒 能 聖 治

原 野 　 恵
千 原 大 典

吉 野 茂 文
長島由紀子 長島由紀子長島由紀子長島由紀子

河 村 光 俊河 村 光 俊河 村 光 俊河 村 光 俊河 村 光 俊
河 村 光 俊河 村 光 俊河 村 光 俊河 村 光 俊河 村 光 俊

内 本 亮 吾

伊原公一郎
篠 原 道 雄
土 肥 悠 暉

村 上 直 子

担 当 医
鄭 　 泰 秀
牧 　 隆 司

牧 　 隆 司牧 　 隆 司牧 　 隆 司牧 　 隆 司

高須啓之（非）

牧 　 隆 司

林 　 公 一
松 本 泰 幸
担 当 医

下村尚子（非）

松 本 泰 幸
担 当 医

松 本 泰 幸
担 当 医

松 本 泰 幸
担 当 医

松 本 泰 幸
担 当 医

下村尚子（非）

田代朋子（非） 松 本 裕 美 松 本 裕 美松 本 裕 美 天方葉子（非）

午前

午前

午前

午後

午後

午前

午前

　　（再来）

（新来）

（再来）

（再来）

午前

午前

午前

午後

午前（新来）

午前

午前

午前
午前
午後

午後

午前

午前

午前
午前

午前

午前

午前

午後
午前

午前
午後

午前

24時間

午前

総合診療
【Ｇ２】

女性総合診療

循環器病
総合診療
【Ｇ２】

がん消化器・
肝臓病
総合診療
【Ｇ５】

長寿医療
総合診療
【Ｇ１】

透析センター

生活習慣病センター

成育医療
総合診療
【Ｇ３】

救命救急センター

特殊外来  ※要予約診 療 科 名 月 火 水 木 金グループ名

心理カウンセリング（予約制）

午前（新来）

　　（再来）（10時から） （10時から） （10時から）（10時から） （10時から）

（10時以降予約のみ） （10時以降予約のみ）（10時以降予約のみ）

午前

（新来）午前

（再来）

（新来）午前

　　（再来）午後

佐 藤 　 穣佐 藤 　 穣 佐 藤 　 穣 佐 藤 　 穣 佐 藤 　 穣

黒 木 浩 子 黒 木 浩 子 黒 木 浩 子
（午前のみ）

黒 木 浩 子
（午後のみ）

播 磨 　 希 播 磨 　 希 播 磨 　 希
（再来のみ） 播 磨 　 希 播 磨 　 希

戒 能 聖 治
小 川 　 亮

２０２４年12月１日

外来診療担当医一覧表

診療受付時間 ： 午前8：30～11：30
　　　　　　   午後（各診療科外来にお問い合わせください）
※休診日：土曜日・日曜日・祝祭日・年末年始（12/29～1/3）

〒752-8510　下関市長府外浦町1番1号
国立病院機構 関門医療センター

★代表

★地域医療連携室（医療関係者専用）

★透析センター

TEL（083）241-1199
FAX（083）241-1301
TEL（083）241-1191（2561）
FAX（083）241-1302
FAX（083）241-1308

https://kanmon.hosp.go.jp/

（　　 ）11時以降
予約のみ

（受付時間11時まで）

令和6年12月①

264号 発行所 / 下関市長府外浦町1番1号　国立病院機構 関門医療センター　発行責任者 / 病院長 吉野　茂文　印 刷 / ㈱アートネクスト

Speed
Standard&Safety

Smile

令和6年12月 ④

鄭 　 泰 秀 榊原亜有美鄭 　 泰 秀榊原亜有美
鄭 　 泰 秀

鄭 　 泰 秀
榊原亜有美 榊原亜有美 榊原亜有美 鄭 　 泰 秀

早 野 智 子

竹 中 　 仁

冬
の
感
染
症
予
防
対
策
に
つ
い
て

三村　由佳
みむら ゆか

感染管理認定看護師

　

寒
さ
の
厳
し
い
季
節
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。気
温
が
低
下
し
空

気
が
乾
燥
す
る
こ
の
時
期
は
、ウ

イ
ル
ス
に
と
っ
て
過
ご
し
や
す

く
、乾
燥
し
た
空
気
中
に
は
ウ

イ
ル
ス
が
多
く
浮
遊
し
て
い
ま

す
。
ま
た
人
の
鼻
や
の
ど
の
粘

膜
の
働
き
が
弱
く
な
り
免
疫
が

低
下
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、感

染
症
が
流
行
し
や
す
い
季
節
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
や
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス・ロ
タ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
感
染
性
腸
炎
は
冬
の

感
染
症
と
し
て
注
意
が
必
要
で

す
。ま
た
近
年
で
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
夏
と
冬
に

流
行
し
、さ
ら
に
今
年
は
マ
イ
コ

プ
ラ
ズ
マ
肺
炎
も
流
行
し
て
お

り
、よ
り
一
層
感
染
対
策
に

注
意
が
必
要
で
す
。

【
予
防
策
①
　
感
染
対
策
の
基

本
は
手
洗
い
！
】

　

手
に
は
目
に
見
え
な
い
ウ
イ
ル

ス
や
細
菌
が
数
多
く
付
着
し
て

い
ま
す
。汚
染
し
た
手
で
目
や
鼻

や
口
な
ど
の
粘
膜
に
触
れ
る
と

体
内
に
ウ
イ
ル
ス
が
侵
入
し
感

染
症
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。帰

宅
時
や
食
事
の
前
、ト
イ
レ
の
後

な
ど
は
流
水
と
石
け
ん
で
し
っ
か

り
と
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。外
出

先
で
も
簡
単
に
使
用
で
き
る
ア

ル
コ
ー
ル
消
毒
薬
の
活
用
も
効
果

的
で
す
。た
だ
し
、ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

や
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
は
ア
ル
コ
ー
ル
が

効
き
に
く
い
ウ
イ
ル
ス
に
な
り
ま

す
の
で
、便
や
吐
物
を
取
り
扱
っ

た
際
に
は
流
水
と
石
け
ん
に
よ

る
手
洗
い
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

【
予
防
策
②
　
人
混
み
で
は
マ
ス

ク
を
装
着
し
ま
し
ょ
う
】

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
は
咳
や
く
し
ゃ
み

な
ど
の
し
ぶ
き（
飛
沫
）を
吸
い

込
む
こ
と
で
感
染
し
ま
す
。し
ぶ

き
は
1
〜
2
m
の
距
離
で
飛
散

し
ま
す
の
で
、周
囲
へ
の
ウ
イ
ル

ス
の
飛
散
防
止
、自
分
自
身
を

ウ
イ
ル
ス
か
ら
守
る
た
め
に
も
、

人
混
み
で
は
マ
ス
ク
を
装
着

し
ま
し
ょ
う
。マ
ス
ク
を
装
着

す
る
際
は
、プ
リ
ー
ツ
を
広
げ
て

使
用
し
鼻
と
口
を
し
っ
か
り

覆
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

【
予
防
策
③
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
で

重
症
化
予
防
】

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
よ
り
重
症
化
予
防
が
期
待

さ
れ
ま
す
。新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
は
、令
和
6
年
3
月
で
自
己
負

担
な
し
の
特
例
臨
時
接
種
は
終

了
し
ま
し
た
が
、65
歳
以
上
の
高

齢
者（
一
定
の
基
礎
疾
患
※
が

あ
る
場
合
は
60
歳
〜
64
歳
）で

あ
れ
ば
定
期
接
種
と
し
て
自
己

負
担
を
減
額
し
て
接
種
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。接
種
方
法

や
実
施
医
療
機
関
は
下
関
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
冬
が

訪
れ
ま
す
が
、適
切
な
感
染
対

策
を
行
う
こ
と
で
細
菌
や
ウ
イ

ル
ス
か
ら
身
を
守
り
、流
行

シ
ー
ズ
ン
を
健
康
に
乗
り
越
え

ま
し
ょ
う
。

※・心臓、腎臓、又は呼吸器の機能に障害があり、日常生活が極度に制限される方
　・ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障害があり、日常生活がほとんど 
　 不可能な方



地域医療者のための学習会「関門フォーラム」（予定）
18：30～19：30　関門医療センター3Ｆホール

興味のある方はどなたでも参加できます。（事前申込不要）
理学療法士　石光　雄太

令和７年 １月３０日（木）呼吸リハビリテーションと医療機器の最新知見を学ぶ

令和6年12月 令和6年12月③ ②

　

11
月
7
日
13
時
30
分
頃
、菊
川
断
層

を
震
源
地
と
す
る
M
7.0
の
大
地
震
が
発

生
し
た
と
想
定
し
、災
害
医
療
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、災
害
本
部
を
立
ち
上
げ
、

被
害
の
状
況
確
認
を
行
い
な
が
ら
傷

病
者
の
来
院
に
備
え
ま
す
。受
け
入
れ

次
第
、ト
リ
ア
ー
ジ
タ
グ
で
各
エ
リ
ア
に

患
者
さ
ん
を
誘
導
し
、適
切
な
処
置
を

施
し
て
い
く
流
れ
で
す
。

　

訓
練
は
、多
少
の
課
題
点
も
あ
り
ま

し
た
が
、大
き
な
声
を
か
け
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
が
ス
ム
ー
ズ
な
動
き
が
で
き
、

大
き
な
収
穫
と
な
り
ま
し
た
。い
つ

ど
の
よ
う
な
状
況
で
起
こ
る
か
予
測

で
き
な
い
災
害
時
に
、と
っ
さ
に
自
分
の

役
割
を
理
解
し
、実
行
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、課
題
点
を
解
消
し
つ
つ
、

こ
れ
か
ら
も
備
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

令
和
6
年
度「
H
I
V
/
A
I
D
S

感
染
予
防
事
業
」と
し
て「
世
界
エ
イ
ズ

デ
ー
」の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
外
来
講
師
を
招
聘
し
て
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
し

た
。本
年
の「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」の
キ
ャ
ンペ
ー
ン
テ
ー
マ
は「
U
=U 

知
る
こ
と

か
ら
、も
う
一
度
。」で
、例
年
通
り
令
和
6
年
12
月
2
日
に
病
院
外
壁（
国
道

側
）に
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ッ
ピ
ン
グ
に
よ
る
H
I
V
/
A
I
D
S
感
染
予
防

啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
執
り
行
い
ま
し
た
。「
U
=
U
」と
は
、U
n
d
e-

t
e
c
t
a
b
l
e
=U
n
t
r
a
n
s
m
i
t
t
a
b
l
e
の
略
語
で
、

効
果
的
な
抗
H
I
V
治
療
を
受
け
て
血
液
中
の
H
I
V
量
が
検
出
限
界
値

未
満（
U
n
d
e
t
e
c
t
a
b
l
e
）の
レ
ベル
に
継
続
的
に
抑
え
ら
れ
て
い

る
H
I
V
陽
性
者
か
ら
は
性
行
為
に
よ
って
他
の
人
に
H
I
V
が
感
染
す
る
こ

と
は
な
い（
U
n
t
r
a
n
s
m
i
t
t
a
b
l
e
）と
い
う
こ
と
を
表
す
メッ

セ
ー
ジ
で
す
。H
I
V
感
染
症
の
管
理
も
こ
こ
ま
で
進
ん
で
お
り
以
前
の
状
況

と
比
較
す
る
と
隔
世
の
感
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、講
演
会
で
は
令
和
6
年
11
月
14
日
に
国
立
国

際
医
療
セ
ン
タ
ー・エ
イ
ズ
治
療
専
門
外
来
医
長
の
中
本

貴
人
先
生
を
招
聘
し「
H
I
V
と
M
-p
o
x（
サ
ル

痘
）：
基
礎
か
ら
臨
床
ま
で
」の
演
題
で
ご
講
演
を
頂
き

ま
し
た
。サ
ル
痘
に
関
し
て
は
2
0
2
2
年
7
月
に
国

内
で
初
め
て
患
者
が
報
告
さ
れ
2
0
2
3
年
以
降
も

患
者
の
発
生
が
続
い
て
い
ま
す
。H
I
V
感
染
症
等
に

よ
る
免
疫
機
能
低
下
者
に
多
発
し
て
お
り
、希
な
疾
患
で

は
あ
り
ま
す
が
注
意
喚
起
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

★
12
月
1
日
：「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」

★
6
月
1
日
〜
6
月
7
日
：「
H
I
V
/
A
I
D
S

　

検
査
普
及
週
間
」

D
M
A
T
実
動
訓
練
を
終
え
て

災
害
医
療
訓
練

宮川　敬
みやがわ たかし

診療放射線技師

石田　朋行
いしだ ともゆき

主任臨床工学技士
DMAT隊員

松本　泰幸
まつもと ひろゆき

医師

千原　大典
ちはら だいすけ

医師

山口　智弘
やまぐち ともひろ

看護師

西村　俊洋
にしむら としひろ

看護師

鈴木　樹里
すずき じゅり

看護師

水津　藍
すいづ あい

看護師

田尻　教祥
たじり のりやす

看護師

関門医療センターDMAT隊員の紹介

林　公一
はやし きみかず

産婦人科医長

緑エリア

赤エリア

災害本部

黄エリア

トリアージエリア

タ
オ
ル
キ
ャッ
プ

寄
贈
の
御
礼

　

令
和
6
年
11
月
に
匿
名
で
、タ
オ
ル
キ
ャ
ッ
プ

の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。
医
療
現
場
で
有
効

活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。
お
心
遣
い
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

当センターには9名の隊員が在籍して
おり、定期的な訓練を実施し、災害時
の出動要請に備えています。

DMAT隊メンバー

院内情報収集

マツダ病院とのミーティング

　

令
和
６
年
度
中
国
地
区
D
M
A
T

実
動
訓
練
が
広
島
県
に
て
、令
和

6
年
11
月
30
日
〜
12
月
1
日
の
日
程

で
開
催
さ
れ
、当
セ
ン
タ
ー
の
D
M
A
T

隊
も
訓
練
に
参
加
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。皆
さ
ん
D
M
A
T
と
は
何
か
ご

存
じ
で
す
か
？
D
M
A
T（
デ
ィ
ー

マ
ッ
ト
）と
は
D
i
s
a
s
t
e
r 

M
e
d
i
c
a
l 

A
s
s
i
s-

t
a
n
c
e 

T
e
a
m
の
略
で
あ
り
、

「
災
害
急
性
期
に
活
動
で
き
る
機
動

性
を
持
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
た

医
療
チ
ー
ム
」と
定
義
さ
れ
て
お
り
、

医
師
、看
護
師
、業
務
調
整
員（
医
師・

看
護
師
以
外
の
医
療
職
及
び
事
務

職
員
）で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
実
動
訓
練
に
は
、医
師

１
名
、看
護
師
２
名
、調
整
員
１
名

に
て
チ
ー
ム
を
編
成
し
ま
し
た
。訓
練

想
定
内
容
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
資
機

材
を
準
備
し
た
う
え
で
、広
島
県
に

出
発
し
ま
し
た
。広
島
大
学
病
院
内

に
あ
る
広
島
圏
域
活
動
拠
点
本
部
に

参
集
し
、衛
星
電
話
の
通
信
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。そ
の
後
、地
域
病
院
の

情
報
収
集
と
診
療
支
援
を
す
る
為

に
、広
島
県
安
芸
郡
に
あ
る
マ
ツ
ダ
病

院
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。病
院
到
着

後
に
、マ
ツ
ダ
病
院
院
長
と
D
M
A
T

隊
で
病
院
の
被
災
状
況
や
診
療
支
援

な
ど
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。病
院
の

倒
壊
は
無
い
為
、直
ぐ
に
避
難
は
必

要
無
く
診
療
を
続
け
て
い
く
形
と

な
り
ま
し
た
。し
か
し
、電
力
の
供
給

や
医
療
物
資
が
枯
渇
す
る
可
能
性
が

あ
る
為
、重
症
の
患
者
さ
ん
は
転
院

搬
送
の
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の

為
、D
M
A
T
隊
が
転
院
搬
送
の
調

整
・
搬
送
を
行
い
ま
し
た
。そ
の
他

に
も
、病
院
が
必
要
と
し
て
い
る
物
資

の
手
配
な
ど
様
々
な
対
応
に
つ
い
て
、

広
島
圏
域
活
動
拠
点
本
部
と
調
整

し
な
が
ら
無
事
に
実
動
訓
練
を

終
え
ま
し
た
。

　

翌
日
に
は
検
証
会
が
あ
り
、他
の

訓
練
会
場（
広
島
県
庁・呉
圏
域
活
動

拠
点
本
部
）や
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
用

な
ど
の
訓
練
全
体
の
振
り
返
り
や
課

題
の
抽
出
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
実
動
訓
練
で
は
、大
規
模
災

害
が
発
生
し
た
場
合
、迅
速
か
つ

効
果
的
な
広
域
災
害
医
療
体
制
が

確
保
で
き
る
よ
う
に
、被
害
状
況
に
お

け
る
効
率
的
な
情
報
収
集
が
、現
状

の
分
析
把
握
だ
け
で
は
な
く
、必
要
と

さ
れ
る
人
的
・
物
的
資
源
の
把
握
と

し
て
有
用
で
あ
り
、迅
速
に
行
動
で
き

る
こ
と
に
繋
が
る
と
学
び
ま
し
た
。

　

災
害
は
い
つ
な
ん
ど
き
起
こ
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
今
後
起
こ
り
う
る

実
災
害
に
向
け
て
災
害
拠
点
病
院
と

し
て
機
能
維
持
・
向
上
が
は
か
れ
る

よ
う
、日
々
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
で
話
し

合
い
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

H
I
V
/
A
I
D
S
感
染
予
防
事
業


